


上京区まちづくり運営方針 
 

 

 歴史と文化を未来へ紡ぎ、皆がいきいきと暮らせるまち 

すべての区民が主人公となり、これまで大切にされてきた上京ならではの歴史や文化を

尊重しつつ、新たな価値観を柔軟に取り入れ、未来へ紡ぐ創造性豊かな地域社会を目指し

ます。将来にわたって、多様な人々が世代を超えて互いにつながり、支え合い、安心し

て、自分らしくいきいきと暮らせる活力あるまちを創り上げます。 

基本理念 

将来像１ 歴史・文化と新たな価値観とが調和し、未来を創造するまち 

茶道や西陣織に代表される上京ならではの文化・産業、地域行事を大切にし、より多く

の人がそれらに親しむ機会をつくることで、地域で受け継がれてきた豊かな歴史・文化を

未来に紡ぎます。 
加えて、新たな価値観を柔軟に取り入れ、学藝をいかし、常に進化し続ける創造性あふ

れるまちを目指します。 
 
将来像２ 多様な人々がつながり、安心・安全に暮らせるまち 

子どもや若者、高齢者、障害者、外国籍市民など多様な人々が、地域の中でゆるやかに

つながり、互いに支え合い、認め合いながら暮らせるまちを目指します。 
災害に強いまちづくりや安全な生活環境の確保、自治会・町内会への加入促進、暮らし

の中で環境を大切にする取組等により、将来にわたって誰もが安心・安全に暮らせるまち

づくりを目指します。 
 
将来像３ 「居場所」と「出番」があり、いきいきと輝くまち 

誰もが地域の中に「居場所」と「出番」を持つ機会を作り、生きがいや希望を持って暮

らせる環境づくりを進めます。 
上京で培われてきた地域の福祉力を活かして、すべての人が心身ともに豊かでいきいき

と輝くまちを目指します。 
 
将来像４ 学びと交流を通じて、希望あふれる未来を育むまち 

地域全体が「学びの場」となり、一人ひとりが知的好奇心を満たし、生涯にわたって成

長できるまちを目指します。 
大学をはじめとする教育機関や地域活動との連携などを通じて、多世代・多文化の人々

が活発に学び合い、交流する機会を創出します。 
誰もが自身の持ち味を発揮し、互いに助け合う気運を高めることで、若者や子育て世代

が未来に希望を持ち、主体的に地域づくりに参加する意欲にあふれた活力あるまちを実現

します。 

４つの将来像 

 

令和８年度の主な取組（上京区における「区Ｈｕｂによるまちづくり推進事業」） 

①魅力発信、文化振興等の取組 

１ 上京文化振興事業 【将来像１】  

  上京区の歴史ある伝統文化の継承と発信を目指し、薪

能、茶会、文化絵巻等の開催を通じて、新しい上京文化の

創造を推進する。 

②地域防災や市民生活の安心・安全の取組 

２ 地域の防災力・減災力ＵＰプロジェクト～新たな防災拠

点づくり～ 【将来像２】 

  自助・共助・公助の力の更なる向上に向けて、区内の社

寺等の協力を得て、災害発生時の避難者の受入・支援物資

等の供給を図る。 

３ 学区の安心安全ネット継続応援事業 【将来像２】  

  学区が自主的・主体的に行う安心安全に関する取組を支

援する。 

③地域のつながりを維持・向上させる取組（「つながる」「支

え合う」「創り合う」取組の強化） 

 

４ 上京区民まちづくり活動支援事業 【将来像１～４】  

区民の自発的、主体的なまちづくり活動への補助を通し

て、地域コミュニティの活性化と区民参加によるまちづく

りを進める。 

５ 上京ふれあいネット「カミング」運営事業 【将来像１～４】 

  区の情報発信サイト「上京ふれあいネットカミング」及び

インスタグラムにより、区内のまちづくり活動や地域文化

等の情報発信の充実に取り組むとともに、取材を通じてで

きたつながりを活用し、地域コミュニティの活性化を目指

す。 

６ 上京区民ふれあい事業 【将来像１～４】  

上京区民ふれあいまつりや史蹟ウォーキングの開催等を

通じて留学生等の外国籍市民も含めた幅広い世代が交流で

きる場を創出するとともに、上京区の魅力の再発見、地域愛

の向上を図る。 

７ 「上京区まちづくり運営方針」の推進 【将来像１～４】 

  上京地域コミュニティＨｕｂの取組や、新しいまちづく

りを生み出す場である「上京！ＭＯＷ」の開催、地域企業

と大学生による地域課題解決プロジェクト等を実施する。

併せて、上京地域コミュニティＨｕｂの取組として、「上京

をＭＯＷっと「Ｘ（クロス）」プロジェクト」「上京学び合い

プロジェクト」を実施する。 

 

④健康やいのちを守る取組 

８ 地域と協働して取り組む健康づくり 【将来像２、３】  

運動を通じて、口腔・栄養等を含めた健康づくりの

意識を高めるため、関係機関や地域コミュニティと協

力して健康教室などの事業を実施し、知識の普及・啓

発を行う。 

９ 上京区ふくしをなんでもしっとこ講座【将来像２、３】 

  住み慣れたまちで安心していきいきと暮らすこと

ができる地域づくりを目的に、地域福祉への理解を深

めるため、大学や福祉組織と連携して講座を開催す

る。 

⑤人口減少や少子化対策の取組 

10 空き家問題未然防止プロジェクト 【将来像２】  

  空き家の危険性等の問題周知や予防啓発のため、啓

発パネルの作成及び地域イベントへの参画等に取り

組むとともに、空き家所有者への各種手続きに係る相

談会を実施する。 

11 上京をＭＯＷっとプロジェクト 【将来像１～４】 

定住・移住、関係人口の増加に向け、より多くの人

が上京区の魅力を知り、触れ、体験する機会を創出す

るため、上京 de 婚活、おこしやす上京 Season3「上

京の生活に触れる」、京菓子ハレモケモ。の３事業を

実施する。 

12 上京の子どもまつり 【将来像３、４】  

民生児童委員、主任児童委員を中心に上京区内の子

育てに関わる様々な団体が連携し、子どもたちの健や

かな成長と子育て支援のネットワークづくりを目的

として、子ども同士のふれあいや伝統文化体験、学習、

遊びの場を提供する。 

13 上京えんじぇる応援団子育て応援事業 【将来像３、４】  

乳幼児とその保護者を対象とした定期的な交流の

場づくりや、地域の子育て応援施設がわかるマップ等

を作成するとともに、子育て世帯と地域等の関係づく

りを強化し、地域全体で子育てしやすいまちづくりを

目指す。 

 

 

 
 
 

 



 
 
目指す姿の実現に向け、 左京区役所が多様な人や活動をつなぐ 「 結節点」 と なり 、 こ のま ち

に関わる 人々が思いを 共有し 、 一緒にま ちづく り に取り 組んでいける よ う サポート し ま す。  

 

（ １ ） 共創を核と する ま ちづく り 推進事業  柱１  柱２  

区内で取り 組ま れる 、 ま ちの魅力向上や地域課題の解決に向けた、 自主的なま

ちづく り 活動への補助を行いま す。 ま た、 地域の多様なネッ ト ワ ーク を広げる た

めの取組を進め、「 共に創る 」 まちづく り を後押し し ます。  

 

（ ２ ） 左京区民ふれあい事業  柱１  

左京への愛着を育み、 地域の方々の交流を深める ため、 各種団体等と の協働に

よ り 、 左京区民ふれあいま つり 等を開催し ま す。 ふれあいま つり では「 子ども 」

をテーマと し 、 子ども 目線・ 保護者目線・ 地域目線で、 子ども が安心し て過ごせ

愛着を持てる 地域について考え、 地域交流・ 多世代交流を進めま す。  

 

（ ３ ） 災害に強い左京区づく り 事業  柱１  柱３  

地域の特性に応じ た「 地区防災計画」 づく り を支援し ま す。 ま た、 安心安全な

避難所運営ができ る よ う 、 自主防災会への備蓄品購入支援を継続する と と も に、

避難所ごと の「 運営マニュ アル」 の更新を支援し ま す。  

 

（ ４ ）  

北部山間地域から 都市部に広がる 地域の文化や自然、 独自の取組など、 左京の

持つ様々な魅力を発掘し 、 広く 発信し ていき ま す。 ま た、 地域で継承さ れてき た

「 学藝」 の価値や、 それを支える 人々の思いを再認識し 、 区民が地域の文化に関

心と 誇り を深める 事業や、 区外の多く の方々にも 、 左京の豊かな魅力を深く 知っ

ていただく ための事業を展開し ます。（ ※令和 11 年度）  

≪左 京 区 ま  ち づ く  り  運 営 方 針≫ 

 「 左京区ま ちづく り 運営方針」 は、こ の左京のま ちで、区民や左京に関わる すべての人々と 一緒にま ちづく り を 進めていく ために、ど のよ う なま ちにし ていき たいか、

そのためにど のよ う なこ と を し ていく のかを示すも のです。  

 

 
「 左京に暮ら し 、 働き 、 学び、 関わる すべての人々」 が、 左京の自然や 

文化の中で、 自分ら し く 過ごし 、 誰かと つながり たいと き 、 つながり が必要
なと き には、 見つける こ と ができ る ま ち。 ま た、 人を 助ける 側だっ た人が、
と き には助けら れる 側にも なる 、 そんな「 お互いさ ま 」 の心がある ま ち。  

目指す姿（ 計画期間: 令和８ 年度～令和１ ２ 年度）  

詳し く はこ ちら   

 

ま ちづく り の方向性 令和８ 年度 主な取組 

≪つながり の場≫ 

≪鞍馬の火祭≫ 

≪北山友禅菊≫ 

≪鴨川デルタ ≫ 

柱１  地域に根差し た多様なつながり を育む  

自治会などの地縁団体、 ボラ ンティ ア団体などの志縁団体や事業者、 留学生をはじ めと する 外国

籍市民など多様な方々と 共に、 子ども から 高齢者ま で、 人と 人、 人と 活動がつながり 、 互いに支え

合う 関係を育んでいき ま す。 ま た、 区民の困り ごと を 部署の垣根を越えて区役所全体で共有し 、   

き め細かな対応を行っていき ま す。  

柱２  左京の個性をいかす  

豊かな歴史と 多彩な文化を有し 、 大学が多く 、 文化施設が集積する など個性のある 左京。 地域の

個性をいかし たま ちづく り を進める と と も に、 ま ちに息づく 多彩な「 学藝（ がく げい）」 －先人たち

が育んでき た知識、 芸術、 技術、 地域独自の文化－を再発見し 、 学び合う 場を共に創り 出し ていき

ま す。  

柱３  自然と 共生する   

左京の暮ら し や食文化をかたちづく ってき た豊かな自然の恵みに感謝し 、親し む機会をつく って

いき ま す。 一方で、 災害の多い地域であり 、 行政等によ る 「 公助」 がすぐ に届かない場面でも 、    

地域の「 つながり 」 から 生まれる 「 共助」 と 「 自助」 の力を育み、 支えていき ま す。  

柱４  北部山間地域のま ちづく り を進める   

北部山間地域は、 区民共通の資産である 豊かな自然や伝統文化を有する 一方、 過疎化が進展し て

いま す。 都市部と 山間地域のつながり と 交流を育むと と も に、 地域の方々と 手を携え、 元気に暮ら

し 続けら れる まちづく り を進めます。  

皆様と 共有し たい思い 

「 お互いさ ま 」 の心がある 、 人の温も り に満ちたま ちにし て
いく ため、 以下の３ つの思いを大切にし ま し ょ う 。  

 

・ 近所の方と あいさ つを 交わすなど 、 地域でのつながり を大切にする 。  

・ 住んでいる ・ 関わっ ている 地域への愛着と 誇り を 持つ。  

・ 国籍や文化が異なる など 、 多様な背景や立場をお互いに理解する 。  
≪地域の防災訓練≫ 
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 令和８年度 主な取組・事業 

３ 安心してすこやかに暮らせるまちづくり 
少子高齢化や単身世帯の増加を背景に社会や地域から孤立する人が増えています。地域のつなが

りを基盤に防犯・防災意識を高め、子どもから高齢者、障害者、外国籍市民まですべての人が安心し

て健康に暮らせる居場所と地域や社会に貢献できる出番のあるまちを目指します。 

４ チャレンジや創造が生まれるまちづくり 
 府内で最も多い約 1 万を超える事業所を有し、魅力的な企業や地域に根差した商店が多くありま

す。加えて、大学生をはじめとする若者のアイデアや意欲を生かすことで、多様な主体が互いに交流

を深め、地域の課題解決に向けた連携や支援を促します。 

５ 歴史文化、学藝を次世代につなぐまちづくり 
多彩な歴史文化と学問・芸術・文化・産業・祭り・スポーツなど様々な分野の担い手が豊富に存在して

いますが、社会情勢の変化でこうした「ほんまもん」が失われる危機にあります。歴史文化や学藝の魅力

を発掘するとともに、多様な学びの機会を創出し、次の世代へ伝えていきます。 

６ 自然を大切にするまちづくり 
緑被率が約 10％と緑が少ないですが、自然素材に囲まれた京町家、坪庭や生け花、四季のしつらえ

等を通じて、暮らしの中で自然を大切にする文化が大切にされてきました。環境に配慮したライフスタ

イルやまちなか緑化の取組を推進し、広く発信することで、持続可能な社会の実現に貢献します。 

 
中京区・京都堀川音楽高等学校 

連携事業 

 
中京ボランティアフェス 

 
子どもものづくり体験教室 

 
みつばちウォーク 

 
京都みつばちガーデン 

推進プロジェクト 

 
ふれあい子ども体験教室 

文化  

まちづくりの方向性 

３ 安心してすこやかに暮らせるまちづくり 
■学区の安心安全ネット継続応援事業 

■「誰かのために何ができる」防災事業 
 ・防災フェア、避難所運営訓練、学校の防災授業、ペット防災等 

■高瀬川周辺一斉清掃 

■木屋町通周辺のごみ拾い活動 

■中京区民ふれあい健康ウォーキング 

■中京まるごと健康大作戦！～つなぐ・つたえる・健康づくりの輪～ 

■みつばちウォーク ～プラスせんぽに取り組もう～ 

■みつばち健康応援隊・中京区公園体操 

■健康すこやか学級 

 ・介護予防の講座、体操、レクリエーション、健康状態の確認等 

■こころ・愛・ふれあいネットワーク活動 

 ・精神疾患、障害への理解を深める啓発活動やネットワークづくり 

４ チャレンジや創造が生まれるまちづくり 
■子どもものづくり体験教室 

 ・中小企業家同友会中京支部と連携した子どものものづくり体験事業 

■中京区民まちづくり支援事業 

■二条城周辺のまちづくり活動 ～NUKA-DOKO around the Nijo-jo Castle～ 

５ 歴史文化、学藝を次世代につなぐまちづくり 
■中京区応援サイト「なかなか中京」の運営 

 ・中京で活躍する事業者、団体を発掘し魅力を発信 

■くらしの中の伝統産業品活用術 

■歴史文化探訪事業 

■中京区・京都堀川音楽高等学校連携事業 

 ・コンサートを通じて地域の文化力向上と生徒の地域活動を促進 

■二条城周辺地域活性化協議会事業 

６ 自然を大切にするまちづくり 
■京都みつばちガーデン推進プロジェクト 

 ・区役所の屋上緑化や養蜂を通じて環境教育、地域交流を推進 

■地域愛とみどりを育てる環境学習事業 

１ ゆるやかにつながるまちづくり 

 人口は微増の傾向ですが、比較的若い住民で構成され、単身世帯、マンション住民が多く、地域活動

の担い手不足が課題です。従来の地縁によるつながりだけでなく、誰もが気軽に参加でき、互いの多

様性を尊重しながら、ゆるやかに支え合いつながるまちを目指します。 

２ 子どもをはぐくむまちづくり 
 合計特殊出生率は 0.86 人（令和６年・全市 1.01 人）で、少子化が急速に進行しています。地域全

体で子どもを見守り育てる風土を大切にし、遊びや学びの場の充実、子育てにおける孤立の解消、虐

待の予防等、行政・地域・家庭・企業が連携し、次世代の子どもたちをはぐくむまちづくりを進めます。 

 

中京区まちづくり運営方針   
 

～区制 100 周年に向けて みんなでつなぐ幸せなまちづくり～  

１ ゆるやかにつながるまちづくり 
■中京Ｈｕｂによるまちづくり 

 ・身近な公共空間等を活用し多様な主体とのつながりを促進 

■中京区ボランティアフェス 

 ・区内のボランティア、市民グループの活動を知り体験するイベント 

■いばしょクリスマス会 

 ・子どもの居場所づくり団体や企業等が合同で開催するイベント 

■自治会ＩＣＴ化促進支援事業 

 ・デジタル回覧板の導入、スマホ教室等で地域活動の負担を軽減 

■地域のＩＣＴ化担い手育成事業 

 ・地域と学生団体の交流会や先進事例の共有により担い手を育成 

■中京区民ふれあいまつり 

２ 子どもをはぐくむまちづくり 
■ふれあい子ども体験教室 

■子育ての孤立化の解消・虐待予防 

■子育て支援ネットワーク活動 
・きっずぱあく、児童館、図書館、集いの広場での出張相談、講話等 

■中京区子ども・若者の居場所ネットワーク 

・こども食堂、学習・不登校支援等を行う居場所運営団体の連携 

中京区は昭和 4（1929）年に、上京区南部と下京区北部を区域として誕生しました。市街地のほぼ中央に

位置し、平安京の時代から日本の政治・経済・文化の中心地として発展してきました。 

現代においても、京都市役所をはじめ、男女共同参画センターウィングス京都や中央図書館、芸術センター

等の京都市の公共施設が集積し、国・府の施設である京都地方気象台や文化博物館が立地しています。 

1 万を超える事業所を有し、伝統的なものづくりに加え、商業、観光、金融、医療などの幅広い業種が京都

の経済活動の中核を担っています。交通アクセスが良く、地元で親しまれる商店街、洗練された商業施設、市

内屈指の繁華街があり、多様な人々が中京区に様々な形で関わり、まちのにぎわいを創出しています。 

また、世界遺産元離宮二条城をはじめ、京町家の町並みなど、歴史を感じさせるスポットがまちなかに数

多く点在します。近代までの上京・下京・三条台村・聚楽廻り・西ノ京・壬生などで継承されてきた伝統行事や

生活文化は今も地域で大切に守られ、住民の自治意識が高く、各学区の地域活動や年間行事が盛んです。 

人口は自然動態が減少傾向の一方、社会動態はプラスで推移し、ここ数年は約 11 万人台を維持していま

す。平均年齢は市全体より若く、働き盛りの割合が市の水準を上回る一方で、単身世帯・共同住宅の増加、少

子高齢化の進展等で、地域のつながりが薄れつつあり、自治組織の担い手不足が課題です。また、地域の文

化や豊かな生活を支えてきた伝統産業が、生活様式の変化や後継者不足により、継承が危ぶまれています。 

これまで「中京クーチャーセンター」や「中京マチビト café」を中心に、地域課題の発見と担い手の発掘、対

話と協働を通じたまちづくりに取り組んできました。これらの取組を礎として、ひと・まち・文化がつながる

「中京地域コミュニティ Hub」（結節点）としての取組を進め、令和１１（２０２９）年の区制１００周年、そして未

来へ向けて、多様な主体と対話を重ねながら、誰もが幸福を実感できる「ウェルビーイングのまち」を目指し

ます。 



山紫水明の都 結び合う心 東山の未来
山紫水明の景観と環境、文化を未来に紡ぎ、

人と人が結び合う心でつながりを深め、誰もが安心して、
生き生きと暮らせる東山の未来を築いていきます。

５つの将来像

基本理念

古い木造住宅や空き家、細街路が多い地域特性を踏まえ、日ごろから、地域を
あげて防火・防災対策や防犯・交通安全対策・見守り活動等に取り組むことで、
誰もが安心・安全に暮らせるまちを目指します。

複雑・複合的な課題に対して、きめ細やかな支援を継続できるよう、区民・地
域団体・事業者・学校等の多様な主体が垣根を越えてゆるやかにつながり、世代
を問わず支え合う場や機会を創出することで、誰もが生き生きと活躍できるまち
を目指します。

地域全体で子どもを見守り育てる包摂性を大切にし、つながり、支え合う子育
て環境を充実することで、子育て世代の孤立リスクを防ぎ、東山区の未来をひら
く全ての子ども・若者の成長を見守りはぐくむまちを目指します。

地域のつながり、伝統産業、観光資源等の強みや魅力を次世代へ引き継ぐとと
もに、地域で働く人や学生など、東山区と関わる多様な人々に伝えることで、地
域愛着の醸成、定住促進等を図り、新たな活力が創出されるまちを目指します。

観光事業者、観光客、区民等がお互いを尊重しながら、地域における共存や調和
を図るための取組を推進することで、持続可能な観光を共に創り上げ、誰もが住み
よいと実感できるまちを目指します。

誰もが生き生きと活躍できるまち

安心・安全に暮らせるまち

子ども・若者を地域全体ではぐくむまち

地域の強みを生かし、新たな活力が創出されるまち

東山区まちづくり運営方針

区民生活と観光が相互に尊重される住みよいまち

◆ 学区の安心安全ネット継続応援事業
防犯、地域福祉、防災、子どもたちの安全対策などの分野において、地域が自主的・主

体的に行う安心安全に関する取組を支援する。

◆ つながる防災コミュニティの実現
防災訓練等を通して、地域・世代が繋がる防災・減災のコミュニティづくりを推進する。

今年度は、全市的に実施される避難所運営マニュアルの改定に併せて、講演会やワーク
ショップを実施し、災害に強いまちづくりに繋げていくとともに、備蓄物資の充実など、
防災対策を推進する。

◆ 地域コミュニティＨｕｂにおけるマッチング事業
地域の課題・社会資源を幅広く捉え、区内で活動する地域団体や事業者等の掘起こしと、

相互に交流できる場の設定や課題解決に資すると思われる団体等のマッチング支援を行う。
また、課題解決の手法として、「居場所」の創出に取り組む。

◆ 東山区民ふれあい事業
区民の区に対する愛着心を醸成し、子どもからお年寄りまで幅広い世代が交流し、ふれ

あいを創出するため、区民による運営参加の下、「東山区民ふれあいひろば」や「東山区
民ふれあい作品展」を実施する。

◆ つながる防災コミュニティの実現【再掲】

◆ 住んでこそ！東山プロジェクト
区民・事業者・行政が連携し、定住・移住への意欲を喚起する方策を進め、持続可能な

定住意欲の喚起、関係人口の増加及び移住促進へと繋げていく。具体的には、ＳＮＳや
ホームページ等を用いて、区民により身近な東山の情報や移住施策等の情報発信を行い、
東山に住む魅力の発信に取り組む。

◆ 地域ぐるみで子どもたちをはぐくもう！東山
    急速に少子化が進む中で、妊娠・出産や育児の不安や悩みを共有できる同世代の関係が
生まれにくく、子育て家庭が地域で孤立するリスクが増大している。このため、赤ちゃん
が誕生した家庭へ主任児童委員が東山区ならではのお祝い品を届ける「東山はぐくみハッ
ピーギフト」事業や、地域の子育て支援機関等と連携した交流会等を通して、子育て家庭
と地域とのつながりづくりを応援し、子育てしやすいまちづくりを推進する。

◆ 東山区まちづくり支援事業
地域の様々な課題の解決に向けて、区民等が自発的・自主的に企画、運営するまちづく

り活動の経費の助成、情報交流や活動の伴走支援を行う。

◆ 東山区まちづくり運営方針の推進
誰もが生き生きと暮らし、活躍することができる地域社会の実現に向けて、区まちづく

り運営方針の取組を推進します。

令和８年度の主な取組

健康やいのちを守る取組

魅力発信、文化振興等の取組

地域防災や市民生活の安心・安全の取組

地域のつながりを維持・向上させる取組

人口減少や少子化対策の取組
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伏見区まちづくり運営方針
【まちづくりの目標】

【まちづくりの方向性】

【令和８年度 伏見区の主な事業】

【三所共同事業等】

【伏見区役所】

1

地域の「絆」で互いに支え合い、誰もが安心安全に住み続けられるまち

地域ぐるみで子ども・若者の健やかな成長を育み、全ての世代が生きが
いを持って健康に暮らせるまち

伏見で紡がれた歴史、文化、産業を互いに学び合うとともに、豊かな自
然を守り、地域の魅力を再発見し、これらを次世代へ継承していくまち

伏見が長年にわたり継承してきた、ものづくりや食、商業、観光等の産
業を基盤とした、新たな価値の創出による経済・産業・観光振興のまち

「歴史、文化、産業を学び合い、未来へ紡ぎ、
誰もが愛着を感じるまち伏見」

伏見区は、市内最大の人口に加え、悠久の歴史の中で培ってきた文化や産
業、豊かな自然環境と多様なコミュニティを有する地域です。それぞれの地
域の特徴を活かし、多様な人々がつどい、つながり、支え合う関係を構築す
るとともに、すべての人に「居場所」と「出番」があり、誰もが幸せを感じ、
生きがいを持って活躍できるまちづくり、また、将来にわたり住み続けたい
と思える「伏見への愛着」をはぐくむまちづくりを目指します。

・ 未来を担う「ふしみっ子」はぐくみプロジェクト
子育て家庭が安心して子育てできるよう支援するとともに、地域ぐ

るみで子育てができる環境づくりを推進する。

・ 子育てや仕事で忙しい世代のためのからだづくり
忙しい世代でもすき間時間に実行できるような健康的な生活習慣に

ついて学び、自身の生活を振り返る機会をつくる。

・ 区民ふれあい事業
区民相互のふれあいの場の創出や世代間・分野間の交流を深める持続

可能な取組を進める。

・ 伏見区区民活動支援事業
地域課題の解決に向けた、地域や民間の主体的な取組を支援する。

・ 学区の安心安全ネット継続応援事業（安心生活推進プロジェクト）
地域主体の安心安全の取組を支援する。

・ 地域防災支援プロジェクト
地域の防災活動や区民の防災意識の向上に向けた取組を展開する。

・ 伏見魅力発信パートナー制度
伏見の奥深い魅力発信のため、民間等の多様な取組を支援する。

・ わくわく学び塾「ふしみどころ」
区内企業等と連携し、伏見の魅力を再発見する学びの場を提供する。



【深草支所】

【醍醐支所】

〇 みんなで創るワクワクだいごプロジェクト
人口減少が顕著な醍醐のまちの今後に向けて、地域の魅力を再発見・

発信する。併せて、地域の「絆」で子育て家庭を支える環境づくりを
推進し、若者・子育て層の定住・移住につなげる。

2

〇 「醍醐地域コミュニティＨｕｂ」による取組の推進
「醍醐まちづくりカフェ」などの醍醐支所が多様な主体の結節点と

なる地域コミュニティＨｕｂの取組を通して、すべての人に「居場所」
と「出番」の創出を目指す。

＜事業内訳＞
・ meetus山科・醍醐の推進

meetusの機運醸成を図ることで、将来にわたり醍醐地域に住み
続けたいと思える地元愛の醸成を図る。

・ 特色ある学習・体験プログラム創出事業
すべての子ども達が自身の可能性を最大限に発揮できるよう、企

業等と連携し、特色のある学習・体験機会の拡充、提供に取り組む。

・ 子育てしやすいまち、子どもを育むまち醍醐
子育て支援団体等と連携し、子育てイベントを実施することで

団体間の交流・連携を強め、子育てしやすいまちの発展を目指す。

・ 地域を挙げて支える「だいごっこ」の育み
地域の子育て応援者の連携をより一層進め、「だいごっこ」のは

ぐくみを支える多様な取組を推進する。

・ 住むまち・醍醐の魅力再発見事業
醍醐の魅力を発掘・再発見・発信していくことで、若者・子育て世

代を中心とする幅広い層の定住・移住の促進を図る。

・ 地域のまちづくりサポート事業
幅広い分野で地域活動に取り組む地縁組織等の活動の支援を通じて、

地縁組織の活動を活性化させ、地域の安心安全なまちづくりをより一層
推進する。

・ 地域ぐるみで子どもをはぐくむまち・深草
様々な関係団体と連携し、子育て世代と「つながり・支え合う」関係

づくりを後押しする取組などを行い、深草地域の活性化と子育て世代の
定住・移住促進を目指す。

・ ここ（心）から（体）元気に！健康長寿のまち・深草
幅広い年齢層を対象に、地域において区民が主体的に健康づくりに参

加する機会を創出することにより、地域ぐるみで健康づくり事業を推進
する。

・ 深草ファンによる地域活性化プロジェクト
深草ファンを起点とした地域主体のまちづくりを推進し、豊かな自然、

伝統文化、近代の文化遺産や教育機関の知が集積する深草のまちで培われ
ている学藝を、セミナーやワークショップで体感することにより未来に紡
ぐ。

・ 伏見まちづくり紡ぎプロジェクト
伏見に集う多様な主体がつどい、つながり、交じり合う機会を多層

的に創出するため、地域の自主的な活動を一層促進するための取組を
新たに進めていく。

・ 伏見地域の経済・観光振興
伏見港の水辺空間の魅力向上や舟運における「京都の玄関口」とし

ての伏見の魅力創造、発信及び伏見の更なるブランディングに努める。


